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Summary

This paper discusses developments in Italian rap music from the 1990s to the present, 
considering both its prominent characteristics and its relationship to social and cultural contexts.  
American hip hop culture became popular among a portion of Italian youth in the 1980s, and 
Italian rap music began to grow in the early 1990s. Since it first flourished mainly in “social cen-
ters (centri sociali),” spaces self-managed by young people dissatisfied with authority and main-
stream culture, early Italian rap is often characterized by a strong political aspect, although there 
were also a number of rappers not closely related to social centers who created both political and 
non-political rap. 

Italian rap of the 1990s was also characterized by local and hybrid aspects. A number of 
Italians rapped not only in standard Italian but also in local dialects and in minority languages, 
and, even when they rapped in standard Italian, they often made reference to local places and 
topics. Such attachment to local elements differed greatly from commonly seen closed-minded, 
exclusivist regionalism since it coexisted with an eagerness to incorporate foreign elements and 
to mix them with local elements.

Italian rap music’s popularity dropped off in the early 2000s, but it began to revive later 
in the decade, exhibiting new tendencies and developing new stars. Although local and political 
aspects were not then as strong as in the early 1990s, it is possible to find a significant number of 
references to local elements and political issues.
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一
九
七
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
文

化
は
、
イ
タ
リ
ア
に
も
流
入
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
自
ら
グ
ラ
フ
ィ

テ
ィ
や
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
、
D
J
、
ラ
ッ
プ
に
取
り
組
む
イ
タ
リ
ア
の
若

者
が
出
て
き
て
い
た
。
当
初
は
英
語
で
ラ
ッ
プ
を
行
う
若
者
が
多
か
っ
た

が
、
九
〇
年
代
初
め
か
ら
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
ラ
ッ
プ
を
行
う
若
者
が
増

え
て
い
っ
た
。

　

イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
は
、
単
な
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ッ
プ
の
模
倣
で
は
な

い
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ッ
プ
の
強
い
影
響
の
も
と
、
イ
タ
リ
ア
の
社

会
や
文
化
と
の
密
接
な
関
わ
り
の
な
か
で
、
他
の
国
の
文
化
を
も
吸
収
し

な
が
ら
、
作
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ

プ
の
な
か
に
は
様
々
な
異
な
る
方
向
性
が
あ
り
、
決
し
て
一
括
り
に
語
れ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
多
く
の
ラ
ッ
プ
に
見
ら
れ
る
特
徴
や
傾
向
を
挙
げ

る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
政
治
性
・
ロ
ー
カ
ル
性
・
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
性
の
三
つ
の
側
面
に
光
を
当
て
な
が
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
に

つ
い
て
論
じ
る
。

ラ
ッ
プ
と
社
会
セ
ン
タ
ー

　

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
初
期
の
ラ
ッ
プ
の
普
及
に
重
要
な
役
割
を
果
た

響
き
あ
い
混
ざ
り
あ
う
声
︱
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
に
つ
い
て
︱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
久
保
真
理
江

し
た
も
の
と
し
て
、「
社
会
セ
ン
タ
ー( c

チ
ェ
ン
ト
ロ
・
ソ
チ
ャ
ー
レ

entro-sociale)

」
の
存
在
が
あ
る
。

「
社
会
セ
ン
タ
ー
」
と
は
、
広
義
に
は
、
人
々
が
集
い
様
々
な
活
動
を
行

う
場
所
を
指
す
。
た
だ
し
現
在
一
般
的
に
は
、
若
者
を
中
心
と
す
る
地

域
の
人
々
に
よ
っ
て
自
主
運
営
さ
れ
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
を
指
し
て
「
社
会

セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

1
。
ラ
ッ
プ
の
普
及

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
も
若
者
の
自
主
運
営
に
よ
る
社
会
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
。
こ
う
し
た
狭
義
の
社
会
セ
ン
タ
ー
は
、
使
わ
れ
て
い
な
い

建
物
を
占
拠
す
る
ス
ク
ウ
ォ
ッ
ト
の
活
動
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
、
ア
ウ
ト
ノ
ミ
ア
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
一
九
七
〇
年
代
の
左

翼
運
動
の
な
か
か
ら
誕
生
し
た

2
。
現
在
で
は
、
非
合
法
的
に
建
物
を
占

拠
し
使
用
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
も
あ
れ
ば
、
行
政
や
所
有
者
と
の
交
渉
を

経
て
、
合
法
的
に
建
物
を
使
用
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
も
あ
る
。

　

社
会
セ
ン
タ
ー
は
、
政
治
・
社
会
運
動
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
文
化
活
動
や
交
流
の
場
で
も
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
数
多
く

の
街
に
存
在
し
、
そ
の
規
模
や
活
動
内
容
は
一
様
で
は
な
い
。
そ
こ
で
行

わ
れ
う
る
文
化
活
動
は
、
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
上

映
、
演
劇
上
演
、
展
示
会
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
。
音
楽
・
ダ
ン
ス
・
写
真

な
ど
の
授
業
を
提
供
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
も
あ
れ
ば
、
図
書
室
や
バ
ー
ル

を
備
え
る
セ
ン
タ
ー
、
書
籍
の
出
版
・
販
売
や
音
楽
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

販
売
を
行
う
セ
ン
タ
ー
も
存
在
す
る
。
難
民
・
移
民
に
対
す
る
支
援
を
行
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な
っ
て
い
る
社
会
セ
ン
タ
ー
も
多
い
。

　

七
〇
年
代
末
に
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
時
代
を
背
景
に
左
翼
運
動
が
激
し

く
弾
圧
さ
れ
た
た
め
、
社
会
セ
ン
タ
ー
は
衰
退
・
孤
立
化
し
て
い
っ
た
が
、

八
〇
年
代
後
半
か
ら
は
再
び
活
性
化
し
は
じ
め
、
九
〇
年
代
に
は
さ
ら
に

多
く
の
社
会
セ
ン
タ
ー
が
イ
タ
リ
ア
の
各
地
に
新
た
に
誕
生
し
た
。
社
会

セ
ン
タ
ー
が
再
活
性
化
し
た
き
っ
か
け
と
し
て
は
、
一
九
八
五
年
に
高
校

生
を
中
心
と
す
る
若
者
が
学
校
の
諸
問
題
に
抗
議
の
声
を
上
げ
占
拠
活

動
を
行
っ
た
こ
と
や
、
同
年
に
賃
金
を
守
る
た
め
の
国
民
投
票
で
左
翼
が

敗
北
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

3
。
ま
た
、
一
九
八
九
年
に
ミ
ラ
ノ
の
歴

史
あ
る
社
会
セ
ン
タ
ー
「
レ
オ
ン
カ
ヴ
ァ
ッ
ロ
（Leoncavallo

）」
が
強
制

排
除
の
た
め
警
察
の
襲
撃
を
受
け
、
そ
の
抗
議
活
動
に
人
々
の
注
目
や
支

持
が
集
ま
っ
た
こ
と
も
、
背
景
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

4
。
一
九
九
〇

年
代
前
半
に
社
会
セ
ン
タ
ー
が
さ
ら
に
活
性
化
し
た
き
っ
か
け
と
し
て

は
、
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
展
開
し
た
学
生
運
動
が
挙

げ
ら
れ
る
。「
パ
ン
テ
ー
ラ
（Pantera

）」
5

と
呼
ば
れ
る
こ
の
学
生
運
動

で
は
、
民
間
企
業
の
大
学
へ
の
出
資
・
経
営
参
加
を
認
め
る
改
革
に
対
し

て
多
く
の
学
生
が
抗
議
の
声
を
上
げ
、
各
地
の
大
学
を
占
拠
し
た

6
。

　

こ
う
し
て
再
活
性
化
し
た
社
会
セ
ン
タ
ー
は
、
九
〇
年
代
の
若
者
の
カ

ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
重
要
な
拠
点
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
社
会
セ

ン
タ
ー
で
は
パ
ン
ク
の
人
気
が
高
か
っ
た
が
、
八
〇
年
代
末
か
ら
は
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
や
ラ
ガ
マ
フ
ィ
ン
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
き
、
自
ら
グ
ラ
フ
ィ

テ
ィ
を
描
い
た
り
、
イ
タ
リ
ア
語
で
ラ
ッ
プ
を
行
う
試
み
も
こ
う
し
た

環
境
の
な
か
で
活
性
化
し
た
。
九
〇
年
代
前
半
に
イ
タ
リ
ア
各
地
の
社
会

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
数
多
く
生
ま
れ
た
ラ
ッ
プ
や
ラ
ガ
マ
フ
ィ
ン
の
グ

ル
ー
プ
は
、「
ポ
ッ
セ（posse

）」と
呼
ば
れ
た
。
有
名
な
ポ
ッ
セ
と
し
て
は
、

ミ
ラ
ノ
の
ラ
イ
オ
ン
・
ホ
ー
ス
・
ポ
ッ
セ（Lion H

orse Posse

）、ボ
ロ
ー
ニ
ャ

の
イ
ゾ
ラ
・
ポ
ッ
セ
・
オ
ー
ル
・
ス
タ
ー
ズ
（Isola Posse A

ll Stars

）、
ロ
ー

マ
の
オ
ン
ダ
・
ロ
ッ
サ
・
ポ
ッ
セ
（O

nda R
ossa Posse

）、
ナ
ポ
リ
の
ノ

ヴ
ァ
ン
タ
ノ
ヴ
ェ
・
ポ
ッ
セ
（99 Posse

）、
シ
チ
リ
ア
の
ヌ
オ
ー
ヴ
ィ
・

ブ
リ
ガ
ン
テ
ィ
（N

uovi B
riganti

）
や
サ
ル
デ
ニ
ア
の
サ
・
ラ
ッ
ツ
ァ
（Sa 

R
azza

）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ポ
ッ
セ
の
若
者
た
ち
は
イ
タ
リ
ア
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
声
を
上

げ
、
権
力
や
体
制
に
異
議
を
唱
え
た
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、
政

治
腐
敗
、
マ
フ
ィ
ア
、
失
業
、
貧
困
、
人
種
差
別
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
九
〇
年
代
初
め
に
は
湾
岸
戦
争
に
反
対
す
る

ラ
ッ
プ
も
作
ら
れ
た
。
彼
ら
の
ラ
ッ
プ
は
、
実
際
の
抗
議
活
動
と
も
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
た
。
例
え
ば
、
ロ
ー
マ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
オ
ン
ダ
・

ロ
ッ
サ
・
ポ
ッ
セ
（O

nda R
ossa Posse

）
が
学
生
運
動
パ
ン
テ
ー
ラ
の
活

動
の
場
で
ラ
ッ
プ
を
行
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
は
社
会
セ
ン
タ
ー
の
な
か
だ
け
で
発

展
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
九
〇
年
代
の
ラ
ッ
プ
が
全
て
政
治
性
の

強
い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ラ
ッ
プ
の
人
気
が
高
ま
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
社
会
セ
ン
タ
ー
と
密
接
な
関
係
を
持
た
な
い
ラ
ッ
パ
ー

も
数
多
く
登
場
し
た
。
そ
の
よ
う
な
ラ
ッ
パ
ー
と
し
て
は
、
ア
ル
テ
ィ
ー

コ
ロ
・
ト
レ
ン
ト
ゥ
ー
ノ
（A

rticolo 31

）
や
ソ
ッ
ト
ト
ー
ノ
（Sottotono

）

な
ど
の
名
を
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
ラ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
た
ポ
ッ
プ
ス

に
よ
っ
て
、
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
た
存
在
と
し
て
は
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ノ
ッ

テ
ィ
（Jovanotti

）
が
有
名
で
あ
る
。
ラ
ッ
プ
が
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

カ
ル
チ
ャ
ー
や
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
枠
を
超
え
多
く
の
人
々
の

間
で
幅
広
い
人
気
を
獲
得
し
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
ラ
ッ
パ
ー

の
活
躍
が
あ
る
。
彼
ら
は
社
会
セ
ン
タ
ー
の
ラ
ッ
パ
ー
ほ
ど
政
治
的
で
は

な
く
、
社
会
問
題
以
外
の
テ
ー
マ
を
扱
う
こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
、
社
会
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セ
ン
タ
ー
の
ラ
ッ
パ
ー
と
は
異
な
る
系
統
の
ラ
ッ
パ
ー
と
し
て
対
立
的

に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

　

た
だ
し
、
社
会
セ
ン
タ
ー
の
外
で
幅
広
い
人
気
を
得
た
ラ
ッ
パ
ー
が
み

な
政
治
性
と
無
関
係
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
な
か
に
は
ラ
ッ
プ

に
よ
っ
て
強
い
社
会
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
者
も
い
た
。
例
え
ば
フ
ラ

ン
キ
ー
・
ハ
イ
・
エ
ヌ
ア
ー
ル
ジ
ー
（Frankie H

i-N
R

G

）
は
、
大
手
レ
ー

ベ
ル
と
契
約
し
社
会
セ
ン
タ
ー
の
外
で
幅
広
く
活
躍
し
た
ラ
ッ
パ
ー
だ

が
7

、
マ
フ
ィ
ア
や
、
人
種
差
別
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
問
題
を
ラ
ッ
プ
の
な
か
で
扱
っ
て
い
る
。

　

九
〇
年
代
半
ば
か
ら
は
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
の
方
向
性
や
性
質
が
多

様
化
し
て
い
き
、
ラ
ッ
プ
文
化
に
お
け
る
社
会
セ
ン
タ
ー
や
抗
議
活
動
の

役
割
も
以
前
ほ
ど
中
心
的
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た

8
。
こ
の
時
代
に
発

表
さ
れ
た
重
要
な
ア
ル
バ
ム
と
し
て
は
、
サ
ン
グ
エ
・
ミ
ス
ト
（Sangue 

M
isto

）
9

の
「SxM

」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
九
四
年
に
発
表
さ
れ
た
こ

の
ア
ル
バ
ム
は
、
単
純
な
社
会
批
判
と
は
異
な
る
社
会
性
や
よ
り
洗
練
さ

れ
た
音
楽
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
の
新
た
な
時

代
の
幕
開
け
を
象
徴
す
る
ア
ル
バ
ム
と
し
て
現
在
で
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。
九
〇
年
代
に
特
に
活
躍
し
た
ラ
ッ
パ
ー
に
は
、
他
に
も
、
バ
ッ

シ
・
マ
エ
ス
ト
ロ
（B

assi M
aestro

）
や
カ
オ
ス
・
ワ
ン
（K

aos O
ne

）、ル
ー
・

イ
ク
ス
（Lou X

）、
コ
ッ
レ
・
デ
ル
・
フ
ォ
メ
ン
ト
（C

olle der Fom
en-

to

）、
ジ
ョ
ー
・
カ
ッ
サ
ー
ノ
（Joe C

assano

）
な
ど
が
い
る
。
全
体
的
な
傾

向
と
し
て
、
九
〇
年
代
末
に
は
社
会
批
判
的
な
内
容
の
ラ
ッ
プ
が
減
り
、

恋
愛
や
自
己
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
が
増
え
て
い
っ
た
が

10
、
ア
ッ
サ
ル

テ
ィ
・
フ
ロ
ン
タ
ー
リ
（A

ssalti Frontali

）
の
よ
う
な
政
治
性
の
強
い
ラ
ッ

プ
の
グ
ル
ー
プ
も
活
躍
し
つ
づ
け
た
。

地
元
の
言
葉
と
音
楽

　

こ
の
よ
う
に
九
〇
年
代
初
め
か
ら
社
会
セ
ン
タ
ー
の
内
や
外
で
生
ま

れ
発
展
し
て
い
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し

て
、地
域
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
挙
げ
ら
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
は
、

イ
タ
リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
言
語
・
文
化
・
社
会
問
題
の
み
な
ら
ず
、
イ

タ
リ
ア
各
地
の
ロ
ー
カ
ル
な
要
素
と
結
び
つ
き
混
ざ
り
あ
い
な
が
ら
発

展
し
て
い
っ
た
。

　

特
に
九
〇
年
代
の
有
名
な
グ
ル
ー
プ
の
ラ
ッ
プ
に
は
、
地
域
的
な
テ
ー

マ
や
モ
チ
ー
フ
を
含
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
方
言
や
少
数
言
語
を
用
い

て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
方
言
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
ナ

ポ
リ
出
身
の
ノ
ヴ
ァ
ン
タ
ノ
ヴ
ェ
・ 

ポ
ッ
セ
（99 posse

）、
ラ
・
フ
ァ
ミ

リ
ア
（La Fam

iglia

）、
ア
ル
マ
メ
グ
レ
ッ
タ
（A

lm
am

egretta

）、
シ
チ
リ

ア
出
身
の
ヌ
オ
ー
ヴ
ィ
・
ブ
リ
ガ
ン
テ
ィ
（N

uovi B
riganti

）
な
ど
が
特

に
有
名
で
あ
る
。
少
数
言
語
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
に
は
、
フ
リ
ウ
リ
出
身

の
デ
ィ
エ
ッ
レ
ア
ッ
カ
・
ポ
ッ
セ
（D

LH
 Posse

）
や
サ
ル
デ
ニ
ア
出
身
の

サ
・
ラ
ッ
ツ
ァ
（Sa R

azza

）
な
ど
が
い
る
。
彼
ら
の
ラ
ッ
プ
の
な
か
に

は
標
準
イ
タ
リ
ア
語
の
曲
も
あ
る
が
、
標
準
イ
タ
リ
ア
語
と
方
言
あ
る
い

は
少
数
言
語
を
混
ぜ
て
い
る
曲
が
多
く
、
曲
全
体
が
方
言
・
少
数
言
語
の

も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
言
葉
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
伝
統
的
な
音

楽
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る

11
。
こ
う
し
た
方
言
・
少
数

言
語
や
地
域
の
伝
統
音
楽
と
の
混
淆
に
よ
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
に

は
多
様
な
音
色
や
リ
ズ
ム
や
韻
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
は
単
な
る
聴
覚
的
な
面
白
さ
の
た
め
だ
け
に
方
言
や

少
数
言
語
を
用
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
自
ら
の
日
常
生
活
の
切
実
な
問
題

を
語
る
に
は
、
国
家
の
公
用
語
で
あ
る
標
準
イ
タ
リ
ア
語
よ
り
も
、
日
常
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生
活
に
根
ざ
し
た
話
し
言
葉
で
あ
る
方
言
や
少
数
言
語
が
適
し
て
い
る

と
い
う
理
由
も
あ
っ
た

12
。
ま
た
、
地
域
の
社
会
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
る
若

者
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
る
に
は
、
地
域
の
言
葉
を
用
い
る
の
が
ふ
さ
わ

し
か
っ
た
と
い
う
理
由
も
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
言
語
的
選

択
に
、
支
配
的
な
体
制
や
文
化
へ
の
抵
抗
の
意
味
合
い
を
読
み
と
る
こ
と

も
で
き
る

13
。
ま
た
、
言
語
の
選
択
は
地
域
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

強
さ
と
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
は
地
域
的
な
多
様
性
が
非

常
に
豊
か
で
あ
り
、
地
域
へ
の
愛
着
や
帰
属
意
識
を
強
く
持
っ
て
い
る
人

が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
地
域
差
や
個
人
差
は
あ
る
が
、「
イ
タ
リ
ア
人
」
と

い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
よ
り
も
、「
ナ
ポ
リ
人
」
や
「
シ

チ
リ
ア
人
」
と
い
っ
た
ロ
ー
カ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
く
意
識
し

て
い
る
人
が
多
い
と
言
え
る
。

混
ざ
り
あ
う
人
々
と
文
化

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
性
は
、

閉
鎖
的
・
排
外
的
な
地
域
主
義
と
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む

し
ろ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
性
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
と
共
存
す
る
開
か
れ
た
ロ
ー

カ
ル
性
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
で
は
、
政
党
、
北
部
同
盟

（Lega N
ord

）
に
代
表
さ
れ
る
排
外
的
な
地
域
主
義
が
台
頭
し
た
が
、
イ

タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
性
は
、
そ
れ
と
は
全
く
逆
の
方
向

を
行
く
も
の
で
あ
る
。

　

北
部
同
盟
が
、
南
イ
タ
リ
ア
を
批
判
し
地
方
分
権
を
求
め
る
の
み
な
ら

ず
、
南
イ
タ
リ
ア
出
身
者
や
外
国
か
ら
の
移
民
な
ど
の
「
よ
そ
者
」
を
差

別
・
排
除
す
る
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
の
に
対
し

14
、
イ
タ
リ
ア
の
多
く

の
ラ
ッ
パ
ー
は
、出
身
地
や
人
種
に
よ
る
差
別
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、

イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
パ
ー
は
、
地
域
文
化
と
の
結
び
つ
き
だ
け
で
な
く
、
外

の
も
の
を
取
り
入
れ
混
ざ
り
あ
っ
て
い
く
こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ

る
。
地
域
の
文
化
自
体
が
、
そ
も
そ
も
様
々
な
文
化
の
混
ざ
り
あ
い
に

よ
っ
て
で
き
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
も
強
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
は
音
楽
的
に
も
混
淆
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
自
体
が
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
音
楽
文

化
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
も
の
だ
が
、
イ
タ
リ
ア
の
若
者
た
ち
も
、

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
加
え
て
、
ス
カ
や
、
ル
ー
ツ
レ
ゲ
エ
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

ダ
ブ
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
聴
き
、
そ
れ
ら
の
要
素
を
取
り
込

み
な
が
ら
自
ら
の
言
葉
で
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
っ
た
。
特
に
九
〇
年
代
の

イ
タ
リ
ア
で
は
ラ
ガ
マ
フ
ィ
ン
と
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
が
と
も
に
人
気
だ
っ

た
た
め
、
両
者
の
要
素
を
合
わ
せ
も
つ
グ
ル
ー
プ
が
多
く
生
ま
れ
た
。
さ

ら
に
は
、
ジ
ャ
ズ
、
フ
ァ
ン
ク
、
ロ
ッ
ク
、
出
身
地
の
伝
統
音
楽
や
他
地

域
の
伝
統
音
楽
の
要
素
を
混
ぜ
あ
わ
せ
る
試
み
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て

き
た
。
ま
た
、
言
語
の
面
で
も
、
標
準
イ
タ
リ
ア
語
と
方
言
や
英
語
が
混

ぜ
あ
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
混
淆
的
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ

パ
ー
は
、
外
部
の
様
々
な
文
化
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
ロ
ー
カ
ル
な
要

素
を
混
ぜ
あ
わ
せ
な
が
ら
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
き
た
と

言
え
る
。

ラ
ッ
プ
の
新
た
な
波

　

九
〇
年
代
に
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
は
、
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二
〇
〇
〇
年
代
初
め
に
は
一
時
的
に
人
気
を
失
い
衰
退
し
た
が
、

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
再
び
活
性
化
し
た
。
九
〇
年
代
の
ラ
ッ
プ
が
社

会
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
普
及
・
発
展
し
た
の
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
以

降
の
ラ
ッ
プ
の
再
活
性
化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
・
バ
ト
ル
の
イ
ベ
ン
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
特
に
動
画
・
音
楽

配
信
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
活
躍
し
て
い
る
有
名
な
ラ
ッ
パ
ー
と
し
て
は
、

フ
ァ
ブ
リ
・
フ
ィ
ブ
ラ
（Fabri Fibra

）
や
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ー
ノ
（C

lem
en-

tino

）、マ
ラ
ケ
シ
ュ
（M

arracash
）、ク
ラ
ブ
・
ド
ー
ゴ
（C

lub D
ogo

）、フ
ェ

デ
ツ
（Fedez

）、
ロ
ッ
コ
・
ハ
ン
ト
（R

occo H
unt

）、
モ
ン
ド
・
マ
ル
チ
ョ

（M
ondo M

arcio

）
な
ど
が
い
る
。
彼
ら
は
、
大
手
レ
ー
ベ
ル
と
契
約
し
、

大
き
な
商
業
的
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
。
ポ
ッ
プ
ス
の
歌
手
と
と
も
に
曲

を
出
し
て
い
る
ラ
ッ
パ
ー
も
多
い
。
社
会
的
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る

ラ
ッ
プ
も
あ
る
が
、
九
〇
年
代
前
半
の
ポ
ッ
セ
の
よ
う
な
強
い
政
治
性
や

抗
議
活
動
と
の
結
び
つ
き
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
ラ
ッ
プ
は
す
で
に
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
音
楽
の
一
部
と
し
て
幅
広
い
人
々
の
間
で
受
容
さ
れ

て
お
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
近
年
の
メ
ジ
ャ
ー
な
ラ
ッ
プ
で
は
、
方
言
が
あ
ま
り
使
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
九
〇
年
代
の
ラ
ッ
プ
ほ
ど
は
ロ
ー
カ
ル
性
が
強
く
な
い
。
た

だ
し
、
地
域
的
な
も
の
に
言
及
す
る
な
ど
、
方
言
の
使
用
と
は
異
な
る

形
で
ロ
ー
カ
ル
性
を
示
す
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
ナ
ポ
リ
の
あ
る

カ
ン
パ
ニ
ア
州
出
身
の
ラ
ッ
パ
ー
に
は
、
現
在
で
も
方
言
を
積
極
的
に

用
い
て
い
る
者
が
多
く
、
ロ
ー
カ
ル
性
を
強
く
打
ち
出
す
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ー
ノ
（C

lem
entino

）
や
ロ
ッ
コ
・
ハ
ン

ト
（R

occo H
unt

）
は
、
標
準
イ
タ
リ
ア
語
だ
け
で
な
く
方
言
も
用
い
て

い
る
。
ま
た
、彼
ら
の
ラ
ッ
プ
に
は
、カ
ン
パ
ニ
ア
州
の
犯
罪
組
織
カ
モ
ッ

ラ
の
問
題
や
地
域
の
貧
困
、
環
境
問
題
な
ど
に
言
及
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
言
う
と
、
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
パ
ー
は
、
九
〇
年

代
初
め
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
圧
倒
的
に
男
性
が
多
い
。
九
〇
年
代

に
比
べ
る
と
女
性
の
ラ
ッ
パ
ー
の
数
が
少
し
増
え
て
い
る
と
は
言
わ
れ

て
い
る
が
、
や
は
り
今
で
も
数
少
な
い
存
在
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ

プ
の
世
界
も
男
性
中
心
的
で
あ
り
、
女
性
ラ
ッ
パ
ー
が
メ
ジ
ャ
ー
に
な
り

に
く
い
傾
向
が
あ
る
。
ラ
ッ
プ
の
男
性
中
心
的
な
側
面
、
と
り
わ
け
一
部

の
ラ
ッ
プ
の
詞
に
見
ら
れ
る
マ
チ
ズ
ム
や
女
性
蔑
視
的
な
表
現
は
イ
タ

リ
ア
に
お
い
て
も
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
批
判
を
受
け
て
い
る
。

　

近
年
に
活
躍
し
て
い
る
女
性
ラ
ッ
パ
ー
の
な
か
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
Mc
ニ
ル
（M

c 
N

ill

）
だ
ろ
う
。
二
〇
一
〇
年
代
に
イ
タ
リ
ア
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
・
バ

ト
ル
で
頭
角
を
現
し
た
ニ
ル
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
運
動
の
活
動
家
で
も
あ
り
、

レ
ズ
ビ
ア
ン
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
に
発
表
し
た

デ
ビ
ュ
ー
・
ア
ル
バ
ム
『
フ
ェ
ミ
ニ
ル
（Fem

m
inill

）』
は
、
女
性
や
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
や
差
別
へ
の
批
判
を
含
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
の
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
で
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

ラ
ッ
パ
ー
の
活
躍
も
見
ら
れ
る
。
も
と
も
と
イ
タ
リ
ア
で
は
、
フ
ラ
ン
ス

や
ド
イ
ツ
に
比
べ
て
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
ラ
ッ
パ
ー
（
移
民
の
第
一
〜

第
三
世
代
）
の
割
合
が
低
く

15
、
九
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
語
ラ
ッ
プ
に
お

い
て
は
人
種
的
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
活
躍
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
ラ
ッ
プ
シ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス

や
ド
イ
ツ
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
ラ
ッ
パ
ー
の

活
躍
が
以
前
よ
り
も
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
有
名
な
ラ
ッ
パ
ー
と
し
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て
は
、エ
ジ
プ
ト
人
の
父
親
を
持
つ
ア
ミ
ー
ル
・
イ
ッ
サ
（A

m
ir Issaa

）
や
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
の
両
親
を
持
つ
ト
ミ
ー
・
ク
ー
テ
ィ
（Tom

m
y K

uti

）、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
の
両
親
を
持
つ
ガ
ー
リ
（G

hali

）、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
人
の

母
親
を
持
つ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
生
ま
れ
の
ラ
イ
オ
ン
グ
（Laïoung

）、モ
ロ
ッ

コ
人
の
両
親
を
持
つ
マ
ル
エ
ー
ゴ
（M

aruego

）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

彼
ら
の
な
か
に
は
イ
タ
リ
ア
で
生
ま
れ
育
っ
た
者
も
い
れ
ば
、
幼
い
時
に

イ
タ
リ
ア
に
移
り
住
ん
だ
者
も
お
り
、
両
親
と
も
に
移
民
の
者
も
い
れ

ば
、片
方
の
み
が
移
民
の
者
も
い
る
が
、広
く
「（
移
民
）
第
二
世
代
の
ラ
ッ

パ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

彼
ら
の
ラ
ッ
プ
で
扱
わ
れ
る
テ
ー
マ
は
様
々
で
、
必
ず
し
も
常
に
社
会

的
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
ら
の
生
き
る
現
実
や

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
差
別
や
偏
見
の
問
題
が
彼
ら
の
視
点
か
ら
語
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
国
籍
法
改
正
の
運
動

と
ラ
ッ
プ
と
の
結
び
つ
き
も
興
味
深
い
。
イ
タ
リ
ア
の
国
籍
法
は
血
統
主

義
に
も
と
づ
い
て
い
る
た
め
、
イ
タ
リ
ア
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
て
も
イ
タ

リ
ア
国
籍
を
取
得
で
き
な
い
移
民
の
子
供
が
多
い

16
。
近
年
に
は
国
籍
法

改
正
の
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
反
対
意
見
も
根
強
く
、
実
現
に
は
い

た
っ
て
い
な
い
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
現
在
）。
先
に
名
を
挙
げ
た
ア
ミ
ー

ル
・
イ
ッ
サ
（A

m
ir Issaa

）
や
ト
ミ
ー
・
ク
ー
テ
ィ
（Tom

m
y K

uti
）、
ラ

イ
オ
ン
グ
（Laïoung

）
は
、
イ
タ
リ
ア
国
籍
を
持
っ
て
い
る
が
、
第
二
世

代
の
国
籍
問
題
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
法
改
正
を
求
め
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ラ
ッ
プ
で
発
信
し
て
い
る
。
彼
ら
が
そ
こ
で
言
葉
に
し
て
い
る

の
は
、
単
な
る
法
律
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
人
種
や
宗
教
が
異
な
る

人
々
を
「
イ
タ
リ
ア
人
」
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
閉
鎖
的
な
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
ー
の
問
題
で
も
あ
る
。

註1　

 

高
齢
者
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

社
会
セ
ン
タ
ー
も
イ
タ
リ
ア
に
は
数
多
く
存
在
す
る
た
め
、
そ
の
種
の
施
設
を
指
し
て

「
社
会
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
し
、そ
の
場
合
は
「
高

齢
者
向
け
社
会
セ
ン
タ
ー（centro sociale per anziani

）」や「
高
齢
者
の
社
会
セ
ン
タ
ー

（centro sociale degli anziani

）」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

2　

 

社
会
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
や
活
動
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
北
川

（
二
〇
一
〇
）、
北
川
（
二
〇
一
二
）、
伊
藤
（
一
九
九
七
）、
櫻
田
（
二
〇
一
一
）、Ver-

dicchio 1997, M
udu 2004, Pecorelli 2015, M

udu and R
ossini 2017.

3　

 M
udu 2004, p. 922. 

櫻
田
（
二
〇
一
一
）、
九
九
頁
。

4　

 M
udu 2004, p. 922.

5　

 

パ
ン
テ
ー
ラ
（pantera

）
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
豹
（
パ
ン
サ
ー
）」
を
意
味
す
る
。

抗
議
活
動
が
起
こ
っ
た
一
九
八
九
年
の
十
二
月
に
ロ
ー
マ
の
街
中
で
豹
が
目
撃
さ
れ
搜

索
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、「
豹
は
我
々
で
あ
る
（La pantera siam

o noi

）」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
作
ら
れ
、こ
の
運
動
は
「
パ
ン
テ
ー
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
運
動
の
ロ
ゴ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
党
の
ロ
ゴ
に
よ
く
似
た
黒

豹
の
イ
ラ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
た
。

6　

 

北
川
（
二
〇
一
〇
）、
二
九
五
頁
。

7　

 

フ
ラ
ン
キ
ー
Hi-

N
R
G
は
大
手
レ
ー
ベ
ル
と
契
約
し
、
デ
ィ
ス
コ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
で
幅
広
い
人
気
を
獲
得
し
た
た
め
社
会
セ
ン
タ
ー
の
ラ
ッ
パ
ー
か
ら
批
判
を
受
け
た
。

一
九
九
〇
年
代
前
半
の
社
会
セ
ン
タ
ー
の
ラ
ッ
パ
ー
は
商
業
主
義
を
警
戒
し
、
自
主
製

作
・
販
売
や
独
立
系
レ
ー
ベ
ル
で
の
活
動
を
好
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
批
判
や
対
立
に

つ
い
て
はM

itchell 1995, pp. 339-340

を
参
照
。

8　

 M
itchell 2001, pp. 215-216. 

9　

 

サ
ン
グ
エ
・
ミ
ス
ト
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
社
会
セ
ン
タ
ー
か
ら
生
ま
れ
た
グ
ル
ー
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プ
で
あ
る
イ
ゾ
ラ
・
ポ
ッ
セ
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
元
メ
ン
バ
ー
三
人
（N

effa, D
J 

G
ruff, D

eda

）
に
よ
っ
て
一
九
九
三
年
に
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ

名
の
「
サ
ン
グ
エ
・
ミ
ス
ト
」
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
混
血
」
を
意
味
す
る
。

10　

 Scholz 2005, p. 153.

11　

 

例
え
ば
、
口
琴
や
タ
ン
バ
リ
ン
、
わ
ら
べ
歌
、
タ
ラ
ン
テ
ッ
ラ
や
タ
ン
ム
リ
ア
ー

タ
な
ど
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。イ
タ
リ
ア
の
ラ
ッ
プ
や
ラ
ガ
マ
フ
ィ

ン
と
伝
統
音
楽
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、Plastino 1996

を
参
照
。
著
者
の

Plastino

は
、
九
〇
年
代
の
ラ
ッ
プ
や
ラ
ガ
マ
フ
ィ
ン
に
つ
い
て
、
地
元
の
伝
統
音
楽
の

み
な
ら
ず
世
界
の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
の
要
素
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ラ
ッ
プ
や
ラ
ガ
マ
フ
ィ
ン

に
見
ら
れ
る
伝
統
音
楽
の
要
素
を
地
域
の
伝
統
文
化
へ
の
関
心
や
愛
着
と
過
度
に
結
び

つ
け
る
解
釈
に
対
し
て
は
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

12　

 

イ
タ
リ
ア
で
は
、
家
族
や
同
郷
の
友
人
と
話
す
と
き
に
方
言
を
用
い
る
人
が
少
な

く
な
い
（
方
言
の
み
を
用
い
る
人
も
い
れ
ば
、
方
言
と
標
準
イ
タ
リ
ア
語
の
両
方
を
家

族
や
友
人
と
の
会
話
に
用
い
る
人
も
い
る
）。
た
だ
し
、
方
言
を
使
用
す
る
人
の
割
合
は

年
齢
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、（
特
に
イ
タ
リ
ア
中
部
や
北
部
で
は
）
方
言
を
話
さ
な

い
若
者
も
多
い
。
一
般
的
に
、
方
言
の
使
用
率
は
年
齢
が
高
い
ほ
ど
高
く
、
地
域
的
に

見
る
と
南
部
や
島
嶼
部
の
方
が
高
い
。
方
言
を
用
い
る
ラ
ッ
パ
ー
に
南
部
や
島
嶼
部
の

出
身
者
が
多
い
の
に
は
、
こ
う
し
た
事
情
と
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
方
言
の
使
用

率
は
時
代
と
と
も
に
下
が
っ
て
き
て
お
り
、現
在
は
九
〇
年
代
よ
り
も
さ
ら
に
低
く
な
っ

て
い
る
。

13　

 Joseph Sciorra

も
、
ラ
ッ
プ
に
お
け
る
方
言
の
使
用
が
自
己
や
身
近
な
現
実
を
表

現
す
る
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
、（
特
に
南
イ
タ
リ
ア
の
方
言
の
場
合
）
政
治
的
な
行
為

で
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。Sciorra, Joseph. “The Language of R

ap Italiano.” in Jo-

seph Sciorra’s w
ebsite dedicated to Italian H

ip H
op. A

ccessed N
ovem

ber 20, 2017. 

https://w
eb.archive.org/w

eb/20041231091039/http://w
w

w
.italianrap.com

/m
asterfr.

htm
l

14　

 

北
部
同
盟
は
九
〇
年
代
に
は
南
イ
タ
リ
ア
批
判
に
焦
点
を
置
い
て
い
た
が
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
南
イ
タ
リ
ア
よ
り
も
国
外
か
ら
の
移
民
を
批
判
の
対
象
と
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
近
年
に
は
移
民
排
斥
と
反
E
U
の
主
張
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。

15　

 Scholz 2005, p. 178.

16　

 

十
八
歳
に
な
れ
ば
国
籍
取
得
の
申
請
は
で
き
る
が
、
条
件
を
満
た
せ
ず
に
イ
タ
リ

ア
国
籍
を
取
得
で
き
な
い
者
も
多
い
。
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（
一
九
九
七
）「
空
間
の
政
治
学
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向
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シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
、
ア

ウ
ト
ノ
ミ
ア
か
ら
レ
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へ
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誠
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装
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〇
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イ
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1
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7
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フ
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・
ベ
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デ
ィ
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瀬
純
・
北
川
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O
 FU

TU
R

E
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イ
タ
リ
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ア
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版
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〇
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頁
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う
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空
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の
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造—

社
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的
包
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自
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性
の
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で
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化
研
究
』
第
一
四
号
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一
二
|
二
五
頁
。
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和
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一
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無
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R
P G

C
O

E R
eport Series

』
第
十
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五
頁
。
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プ
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て
の
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と
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』
第
四
九
号
、
五
三
|
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